
 
川柳の時間 

2024.2.16 

お題 「 半 」 
 

 

半世紀出会って妻とはもう空気 （アントニオ馬場） 

正月に分けたせんべい懐かしい （サンキュー長久手） 

√2 の夫婦二つに割れません （安兵衛） 

ハートチョコ妻からもらって半分こ （働き蜂ちえちゃん） 

配線が切れた夫婦へ半田ごて （山登爺） 

半ライス妻のじゃなくて私です （ついにジー） 

半世紀妻は玉座についたまま （アカエタカ） 

ガラクタと言うな半分オレの物 （やんちゃん） 

半分は爆睡してたロードショー （横ちゃん） 

半分っこじっと見つめるケーキ皿 （岩窟王） 

仕事暇半日終わり不安増す （くずれ荘管理人） 

半分を聞いて合点の早とちり （甲機） 

書初めで孫は半紙に爺元気 （陽気マン） 



孫の分ちょっと多めに半分こ （茶々丸） 

半ドンの言葉知らない令和の子 （旭のかずちゃん） 

懐に半額シール勧められ （うどん人） 

半額につられついつい買いすぎる （良牙さまのいいなずけ） 

半月で半値となった半ズボン （おとといの干柿） 

見かけない半ズボン履く男の子 （フーマー） 

秋と冬半分あげる夏に言う （恋するサボテンちゃん） 

片袖を濡らし帰宅の子に彼女 （ゆき） 

半音を上げて春用スニーカー （北村幽芳） 

半夏生本地の里人守り継ぐ （しょうこ） 

半ば過ぎゴール目指して猛特訓 （兵庫のりさちゃん） 

後半戦まだ残ってる徳俵 （川越イモ） 

時として弱音練り込む旅半ば （水谷裕子） 

半世紀経つも分からぬ腹の内 （まこっちゃん） 

目指すことある幸せの道半ば （かきくけ子） 

半分にならないかしら年の数 （山宗雲水) 

道半ばシニヤグラスとサングラス （風琴） 

遺産分け半分ずつにある不満 （なるほどマン） 



姑に半歩下がって意見言う （はづき） 

断捨離もできず半端になる老後 （祥太郎） 

人生も半熟ほどがちょうどいい （春爺） 

テレビ音半分にしてと孫や子に （清風） 

50 歳人生百年まだ折り返し （ストリートゼロ） 

二人前食べても仕事半人前 （ヤダモン） 

おかわりの無料で頼む半ライス （鈴木正実） 

塩にぎり夜半の月と半分こ （ひかり） 

遊び半分今は大事な飯のタネ （まさやん） 

半角の数字が揺れるパスワード （なみ）  

忘れたといえば半分許される （翔のんまな） 

半島の北から飛び出すやっかい物 （瀬戸志奈之） 

政治家に三行半をおくりたい （フクラギ） 

 

      智子 賞： カクテルの恋は半分嘘で割る （おさ虫） 

      ひろこ 賞：春めいて三半規管迷いだす （ふかえり） 

 

 



今週の温泉川柳 

     湯加減をその目でわかる介護甲斐 （くずれ荘管理人） 

 

今週もたくさんの投句ありがとうございました。 

次回の放送は 2024.2.23（金）です。お題は「  様  」 またの参加をお待ちしています。 


